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1．緒　言
近年、家族の形態や生活状況が変化する中で
食を通じた地域交流活動が増加している。食育
基本法における第 3 次食育推進基本計画では、
高齢者をはじめとする単独世帯やひとり親世
帯、貧困の状況にある子どもの増加を受け、「地
域等で共食したいと思う人が共食する割合を増
やす」ことが目標の一つとなっており1）、大学

生も食を通じた地域交流活動にボランティアと
して参画している事例が報告されている 2 ,3）。
大学におけるボランティア教育において、
2012年の大学教育に関する中央教育審議会の
答申「新たな未来を築くための大学教育の質的
転換について」では、学生の主体的な学習の体
験を重ねることが求められており4）また、日本
学生支援機構（2009）の調査では、ボランティ
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ア関連の科目を含むカリキュラムを設置してい
る大学が30％を超えていることが示されてい
る5）。大学生が主体的に取り組む食を通じた地
域交流活動も活発になってきているが、食を通
じた地域交流活動の実施を報告しているのは食
品衛生や大量調理等を履修するカリキュラムの
ある管理栄養士・栄養士養成校のような食の専
門性の高い分野の学生のものが多く 6 ,7）、文系
の大学生が食を通じた地域交流活動に参画して
いる報告は少ない。また大学生の食中毒に関す
る知識を調査した先行研究では、食中毒の原因
となる食品についての理解度について、正確に
理解できなかったという報告や8）、「食中毒予
防の６つのマニュアル」の認知度が大学生にお
いて低かったという報告がある9）。今後も食を
通じた地域交流活動に参画する文系大学生が増
加することが見込まれる中、食に関する知識の
ないままの調理作業や運営は、食中毒や異物混
入等の事故に繋がり、善意での活動が人々の命
を危険にさらす可能性や活動そのものに影響す
る恐れがある。食を通じた地域交流活動を持続
可能性の高い活動にするためにも、ボランティ
ア意欲のある文系大学生の参画が必要不可欠で
あるが、それらのボランティア活動意欲のある
文系大学生において、衛生管理に対する意識や
食に関する基本的な知識の主観的理解度がどの
程度なのかを明らかにしている研究はない。
そこで本研究の目的は、文系大学生の食を通
じた地域交流活動に参画する意欲と食に対する
基礎知識の主観的理解度や衛生管理意識との関
連を明らかにすることである。

2．方　法
（1）調査対象者及び調査方法
調査対象者は東京都内の大学に属する学生
352名である。そのうち重複や不備のある回答
者および非同意者からの白紙調査票を除いた
331名を解析対象として用いた（有効回答率
94.0％）。解析対象者331名の内訳は男性が121
名（37.2％）、女性が207名（62.8％）であり、
平均年齢±標準偏差は20.2±1.3歳であった。
調査は、2020年 1 月に講義後を利用して一斉
に無記名式質問紙調査を行った。協力の意向確
認は、本研究の目的及び内容を説明し、参加は

任意であること、個人が特定されないこと、参
加に非同意であっても講義の成績には影響され
ないこと等を文章および口頭で説明し、回答を
もって同意とみなした。

（2）調査項目
調査項目は、性・年齢、睡眠時間、居住環境、
主な食事の準備者、主観的健康観、主観的生活
満足度、ボランティア活動経験の有無、ボラン
ティア活動で地域の人と食事をした経験の有
無、アルバイト経験の有無、農業体験の有無、
ソーシャルキャピタルに関する設問（地域の人
は信頼できるか/地域の人は役に立とうとして
いるか/地域に愛着を持っているか）を設定し
た。
本調査ではさらに地域におけるボランティア
での食事参加意欲の有無、災害発生時の炊き出
し活動への参加意欲の有無、自身に食事提供に
関する衛生の知識があると思うか、ボランティ
ア活動時の食事の提供において衛生管理につい
て勉強する必要があると思うかという設問に対
して「とてもそう思う」「そう思う」「どちらと
もいえない」「あまりそう思わない」「そう思わ
ない」の５段階で調査した。また、「食に関す
る基本的な知識」の項目は学習指導要領（家庭
科）の項目から15項目を採用し10,…11）、学習経験
の有無と学習経験のある者にはその理解度を
「とても理解している」「理解している」「どちら
ともいえない」「あまり理解していない」「理解
していない」の 5 段階で調査した。

（3）統計解析
学生のボランティア意欲に関する質問項目で
は、“あなたはボランティア活動に参加したい
と思いますか”という質問に対し、「そう思う」
「ややそう思う」と回答した群を“ボランティア
活動意欲あり”とし、「どちらでもない」「あま
りそう思わない」「そう思わない」と回答した群
を“ボランティア活動意欲なし”に分け、解析
を行った。「食に関する基本的な知識」の項目に
おいて学習経験がある者のうち「よく理解して
いる」「理解している」と回答した群を「理解
群」、「どちらともいえない」「あまり理解してい
ない」「理解していない」と回答した群を「非理
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解群」とした。
すべての統計解析にはEZRを使用した。EZR
はR及びRコマンダーの機能を拡張した統計ソ
フトウェアであり、自治医科大学付属さいたま
医療センターのホームページで無償配布されて
いる12）。本研究ではp値を両側検定し、統計学
的有意水準を 5 %とした。また、ボランティア
活動意欲あり群とボランティア活動意欲なし群
の２群の差の検討はχ2 検定あるいはFisher
検定を用い、欠損値のあるものは項目ごとに分
析から除外した。

3．結　果

（1）基本特性
学生は、家族と同居している者が287名

（88.0％）おり、主な食事準備者は自分以外であ
ると回答している者が263名（80.4％）、ボラン
ティア活動経験のある者は271名（78.1%）で
あった。
群別の対象者特性を表 1 に示す。ボランティ
ア活動経験の有無に関わらず、「ボランティア
意欲の有無」を学生にしたところ、ボランティ
ア意欲があると回答した者は165名（49.8%）に

対し、ボランティア意欲がないと回答した者は
166名（50.2%）であった。両群で基本特性を比
較したところ、「参加したことのあるボラン
ティアの中で、一緒に食事をする等の食事会に
参加したことはありますか？」という問いに対
し、ボランティア活動で地域の人と食事をした
経験のあると回答した者は、ボランティア意欲
なし群に比べボランティア意欲あり群の方が有
意に高かった（p<0.01）。

（2） ボランティア活動意欲の有無と地域交流
活動・炊き出し等の参加意欲について

ボランティア活動意欲の有無と地域交流活
動・炊き出し等の参加意欲についての関連を…
表 2 に示す。「地域や所属コミュニティーでの
食事会等の機会があれば、あなたは参加したい
と思いますか？」という問いに対し、「とてもそ
う思う」「そう思う」と回答した者は、ボラン
ティア活動意欲あり群の方がボランティア活動
意欲なし群よりも多かった（p<0.01）。また同
様に、「災害発生時、地域の避難所等で炊き出し
活動に参加したいと思いますか？」という問い
に対しても、「とてもそう思う」「そう思う」と
回答した者はボランティア活動意欲のなし群に
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比べてあり群の方が多かった（p<0.01）。

（3） ボランティア活動意欲の有無と主観的な
衛生管理への理解度・知識習得意欲との
関連について

ボランティア活動意欲の有無と主観的な衛生
管理への理解度・知識習得意欲に関する調査を
行った結果を表 3 に示す。「あなたは、安全な
食事の提供を行うために、衛生管理に関する基
礎的な知識があると思いますか？」という設問
に対し、「とてもそう思う」「そう思う」と回答

した者は、ボランティア活動意欲のなし群と比
べても両群に群間差は認められなかった
（P=0.154）。しかし、「あなたは今後ボランティ
ア活動で安全な食事を提供するために、衛生管
理について勉強する必要があると感じます
か？」という設問に対して、「とてもそう思う」
「そう思う」と回答した者はボランティア活動
意欲のなし群に比べて有意にボランティア活動
意欲あり群の方が多かった（p<0.01）。

ボランティア意欲なし

ボランティア意欲なし
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（4） 「食に関する基本的な知識」に関する層別
化分析の結果

「食に関する基本的な知識」の学習経験の有
無とその理解度についての結果を表 4 に示す。
「食に関する基本的な知識」における設問は、小
学校及び中学校の学習指導要領を参考に15項
目を抽出し作成しており、義務教育期間に必ず
学習するものである。これらの学習経験を調査
した結果、それぞれの項目の学習経験の有無と
ボランティア活動意欲の有無との関連に両群と
も有意な差はみられなかった。また、「食に関す
る基本的な知識」に関して学習経験が「ある」
と回答した者の主観的理解度の調査の結果も同
様に、両群ともに有意な差は認められなかっ
た。

4．考　察
本研究では、文系大学生の食を通じた地域交
流活動に参画する意欲と、食に対する基礎知識
の主観的理解度及び衛生管理意識に関する実態
調査を行ったところ、ボランティア活動意欲の
ある学生は「食に関する基本的な知識」の学習
経験及び主観的理解度がボランティア活動意欲
のない学生と同等であったのにも関わらず、食
を通じた地域交流活動にボランティアとして参
画する意欲や災害発生時等の非常事態にも積極
的に炊き出しに参加したいと考えている学生が
多くいることが明らかになった。また、ボラン
ティア活動意欲のある学生において衛生管理に
関する主観的理解度は同等であったが、衛生管
理について勉強する必要を感じていると考えて
いる者が多くいることが明らかとなった。

（1）大学生の衛生管理に関する理解度
大学生の衛生管理に関する理解度について、
田島（2015）は、教育学部の大学生において食
生活の衛生管理が日常生活の中でどの程度行わ
れているか、食生活の衛生管理について指導す
る上での課題を探ることを目的として調査を
行った結果、肉・魚や野菜など食品によるまな
板の使い分けや、使用後の布巾・まな板・包丁
の消毒など調理環境に関わる衛生管理の実践が
低い状況にあることを明らかにした13）。本研究
でも学生は同居している者が多くかつ主な食事

準備者である者が少ないことから、同様に「調
理に必要な用具の安全で衛生的な取り扱い方」
を学習したことがないと回答した者や、学習し
たことはあるものの主観的理解度が低い等に影
響している可能性がある。
また西薗ら（2013）は、教育学部を含む大学
生と大学院生に対し、細菌性食中毒に関する知
識、食中毒事件に関する知識、生肉喫食の経験
と意識などについて調査した結果、テレビや新
聞、インターネットなどで取り上げられるよう
な話題性のある食中毒には関心があり認知度は
高いものの、食中毒に関する知識では原因食品
などを正確に理解していない者が多かったこと
を報告している8）。本研究対象である学生は教
育学部や教職履修学生を除く文系大学に所属し
ていることから、より一層食に関する衛生管理
に対する理解度が低い可能性がある。一方でそ
れらの状況を踏まえながら事前に衛生に関して
学生に研修を行っていた事例がある。裵ら
（2019）は子ども食堂を学生が主体となって運
営していくにあたり、「食事・衛生部」という担
当を作り、手洗い講座の準備や食物のアレル
ギーの有無、衛生面の管理及び備品の準備を
行ったり、ランチョンセミナー（勉強会）にて、
専門家より食中毒に関する講習を受講するな
ど、学生の衛生意識を向上させながら取り組ん
でいた3）。大学にボランティアセンターを設置
している大学もあるが、未設置校でもこのよう
に知識の提供を行える機会を作ることは、食中
毒事故や食物アレルギー事故を未然に防ぐこと
に繋がり、運営者側も参加者側も安心して交流
活動ができる可能性がある。

（2）大量調理に関する衛生管理
またこのような地域交流活動での調理は、家
族等の少人数の調理とは異なり、大量調理にお
ける衛生管理を理解する必要がある。HACCP
や厚生労働省が施行している「大量調理施設衛
生管理マニュアル」は、大量調理を行う際の衛
生管理に関する遵守事項が掲載されており、主
に給食施設で使用されるものである14）。農林水
産省から発行されている「子ども食堂のマニュ
アル」の中にも大量調理施設衛生管理マニュア
ルから重要な箇所のみ掲載されている。
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2017年、農林水産省「子供食堂と連携した地
域における食育の推進活動委員会」が実施した
全国の子ども食堂運営側における調査による
と、運営実態にも子ども食堂を運営する際の課
題事項として食中毒に不安を感じる（12.0％）、
衛生管理に手間がかかる（1.8％）、子ども食堂
に立ち上げにあたり感じた課題においても衛生
管理の負担が大きい（8.4％）と回答しているこ
とが示されている15）。また、廣繁ら（2019）が
こども食堂における食事提供の現状に関する検
討を行った結果、回答時期の関係で夏の料理が
多い中、多くの施設で加熱した料理を提供して
いる傾向があったことを報告している16）。この
調査の中で廣繁らは、衛生管理に関して安心・
安全に関する最新情報や対応事例の周知を行う
など、食に関して幅広い面からの支援の必要性
を示唆している。特に家庭での少量調理と大量
調理で様々な危害要因が異なることから、食に
関する専門性の低い大学生で且つ、地域交流活
動にボランティアとして参画したいという意欲
のある者には、様々な知識面でのサポート体制
を充実していく必要がある。

（3）災害時の炊き出し活動と衛生管理
ボランティア意欲のある学生に対して、日頃
から衛生管理能力を身に付けられるような育成
を行うことは、万が一の非常事態時や災害発生
時においても、若者が積極的に炊き出し活動等
に参画することに繋がる可能性がある。災害発
生時に被災地で原田ら（2017）が行った調査で
は、被災地の炊き出しをしているのは地域住民
が主体になっているということが報告されてい
る17）。その一方で濱口（2015）の報告による
と、被災地での炊き出しの際に困難であったこ
との一つに、地域住民（支援者）の衛生管理を
行うことに難しさを感じていると回答していた
管理栄養士がいたことを報告している18）。災害
発生時は物資や資源も限られた中で食中毒事故
を起こさないように調理するスキルが求められ
るため、日頃の地域交流からそれぞれ食品衛生
管理に関する正しい知識を有していることは、
衛生的かつ安全に炊き出し活動に参加し、即戦
力になれる可能性がある。
本研究の限界を示す。第一に調査対象が一地

域の大学であった点である。そのため、調査結
果を一般化するには限界がある。第二に本研究
は横断研究であったことから因果関係について
詳しく調査することは困難であった。今後はこ
れらの課題を考慮して詳細な調査を進め、ボラ
ンティア意欲のある学生と食に関する衛生管理
に関する具体的かつ効果的な支援方法などを明
らかにする必要がある。

5．結　論
本研究では、文系大学生の食を通じた地域交
流活動に参画する意欲と食に対する基礎知識の
主観的理解度や衛生管理意識との関連につい
て、東京都内の文系大学生に無記名式質問紙に
て調査を行った結果、ボランティア活動意欲の
ある者はない者と比べて衛生管理や食に関する
主観的理解度に差がなかったものの、衛生管理
についての知識が必要であると感じている者が
有意に高く、地域の交流活動だけでなく、災害
発生時にも積極的に炊き出し活動に参加したい
と回答している者が多かった。食に関する専門
的な知識を有していない文系大学生に適切な衛
生管理や食に関する情報を提供することによっ
て、より衛生的かつ安全に食を通じた地域交流
活動や災害発生時の炊き出し活動等を実施でき
る可能性が示唆された。
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